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次世代ギガビットブロードバンドを今すぐ

世界でギガビット革命が始まりました。超高速ブロードバンド 
コネクティビティは、明日のテクノロジーを住宅や企業に今日 
届けています。最高速と指数関数的なキャパシティのファイバー
ネットワークは、大量のデータを超高速で、シームレスに動かし 
ます。

ギガビットインターネットは、データ使用量の驚異的な上昇に対
応しています。2020年には毎秒約1.7メガビットのデータが生成
されました。2025年には、世界中のクラウドストレージに200ゼ
タバイト以上のデータが格納されると見られています。このデー
タは毎日の生活のほとんどあらゆる面に影響を与え、生活から、
仕事、遊び、世界の人 と々のつながりまでがこれに関わります。

スペースシャトルの重量は440万
ポンド以上で、小さなアリの
1兆倍もあります。

1兆とはどれくらいの大きさか？2025年には、世界中のクラウドストレージに200ゼ
タバイト以上のデータが格納されると見られていま
す。1ゼタバイトは1ギガバイトの1兆倍です。小さなア
リの重さをスペースシャトルの重さと比べているよ
うなものです。
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テクノロジーと市場の課題
サービスプロバイダーは世界で成功するため、XGS-PONな
どの次世代PONテクノロジーを検討しています。これは現在
10Gbpsを実現し、将来の25Gと50Gにも対応しており、しかも
将来のデータの成長に対する帯域幅とキャパシティの要求に
も応えられます。

新しいテクノロジーを導入することには、課題もあります。レガ
シーネットワークと新規テクノロジーを統合することは、それ
に要する大きな設備投資のために限りある運営資源がさらに
締め付けられ、また何十年にもわたるベンダーのハードウェア
とソフトウェアとの間の緊密な結びつきにつきまとう複雑さと
遅れがあります。

新たなネットワークの構築をなぜ同じアプローチで
行うか？
ソフトウェア定義ネットワーク（SDN）とネットワークディスア
グリゲーションでの最近の進化のため、従来の完全に連結、
統合されたプラットフォームから、ディスアグリゲーション 
(分離) されてオープンなアーキテクチャへと完全にシフトするこ 
とが可能になりました。こうした新しいアーキテクチャは設備 
投資と運用コストを削減し、新規サービスを市場投入する時 
間を加速し、新たな「使った分だけ支払う」モデルの導入にも 
道を拓きます。
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CommScopeのクラウドからエッジへの次世代PONソリューション群

CommScopeの長年にわたる専門技術

CommScopeの新たなクラウドからエッジの次世代
PONソリューションは、将来に備えて作られていま
す。このテクノロジーは一から作り直され、長い間
の懸念事項であったベンダーとレガシーテクノロジー 
へのしがらみを解き、柔軟なシナリオ展開を可能 
にします。CommScopeのクラウドからエッジまで
のハードウェアとソフトウェア群は柔軟でオープン、
ダイナミックなソリューションで、次世代ネットワー
クの構築を推進します。

CommScopeの次世代PONクラウドからエッジまでのハードウェ 
アとソフトウェア群は、数十年にわたるPONアクティブ、パッ 
シブでの実績と皆さまに信頼されるグローバルなアクセスレイ
ヤーでの技術革新のDNAに基づいた柔軟でオープン、ダイナ 
ミックなソリューションで、お客さまの差別化要因となります。

CommScopeには比類のないブロードバンドネットワークポー
トフォリオと、社内に広範な専門技術の蓄積があり、通信サー
ビスプロバイダーそれぞれ独自の課題をエンドツーエンドのア
プローチで理解し、解決するお役に立ちます。

プライベートクラウドまたはパブリッククラウドで展開できるアー
キテクチャとソフトウェアアプローチで市場投入までの時間を加
速します。標準化されたアプローチとAPIの採用で、サービスは素
早く効率的に構成、プロビジョニングできます。

CommScopeのソリューションは包括的なエンドツーエンドの標
準化されたインターフェイスで、オープンで、マルチベンダー対応
の戦略をサポートします。機器の追加は容易で、しかも競合的な
市場と、クラウド環境でのコントロール/ストレージ、スイッチング
に既製製品（COTS）を使うことによって、インフラコストは削減で
きます。
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Wave7—発のノ
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プロバイダーに選
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分散型DPOE PON 
を最初に導入

100万の 
ONTを出荷

200万の 
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2000ものOLTシャ
ーシを出荷

2009年2004年 2013年2012年2002年

収益までの時間を
短縮し設備投資を 
最適化



CommScope Assurance Platformは、ひとつのシステムで効率を
上げ、リスクを下げ、サービスの優先順位付けを改善します。この
プラットフォームでは、様々なネットワークアクセスタイプ、機器
ベンダー、地理的地域にわたって柔軟なネットワーク管理ソリュー
ションを提供します。

エンタープライズ級のソフトウェアには機械学習と人工知能を
活用しており、今まで後手後手に回っていた運用を予測に基づ
いたものに変革できます。CommScopeには実世界でのブロード
バンド展開経験から得たケーブルアクセスシステム分析に関する
広範なビッグデータがあり、これを活用できるという利点があり
ます。

マイクロサービスのアプローチを採用していますので、フィックス
や新規機能は効率的にデプロイでき、このためにネットワークに
悪影響を与えたり、ダウンタイムが発生したりすることはありま
せん。

CommScopeの柔軟なPONソリューション群では、ハードウェアと
ソフトウェアの統合を加速し、どの方向へでもいつでも向きを変え
ることが可能です。これにはBNGの統合や、ワイヤレスバックホー
ルなどのサービスの追加があります。

市場投入までの時間は短くなり、しかもソリューションとパート 
ナーのエコシステムで新規機能導入速度も速くなります。

CommScopeはプログレッシブアーキテクチャのロードマップと、
最新の有料モデルを採用した最初のベンダーのひとつです。カス
タムビルドの機能追加により、今までにない速さでサービス機能
を拡張し、収益につなげます。

2016年 次に来るもの 
を変革

CommScopeが10G 
EPON分散型OLTを

リリース

CommScope  
25G MSAに合意

XGS-PON 
を発売

2000もの10G 
EPONリモート

OLTを導入

300万の 
ONTを出荷

2018年 2021年 2022年2020年

運用コストを 
削減しリスクと 
複雑さも軽減

テクノロジー
進化の高速化
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CommScopeの完全分離型の次世代PONソリューションは、新しい
SDNアーキテクチャの究極的な利点と、現在から将来にわたって
必要となる柔軟性をお届けします。必要に応じて、まず統合型モデ
ルを用いてデプロイし、その後分離型アーキテクチャに移行するこ
ともでき、スケーラビリティーで市場の要求に容易に合わせること
もできます。

新しいCommScope FLX™ optical line terminal（OLT）shelfは従来
の統合型モデル同様に、その上でソフトウェアを実行できます。分
離型アーキテクチャでは、CommScope FLXバーチャルOLT（vOLT）
は物理OLT（pOLT）から分離されており、データセンターまたはホ
ストされた環境で実行できます。

CommScope FLX™ポートフォリオ—PONアーキテクチャの
究極の柔軟性

サードパーティーOLTCommScope 
OLTノード

BBF規格NETCONF+YANG

BBF規格NETCONF+YANG規格

オープン

規格

ServAssure
ドメインマネージャー

ServAssure
ライセンスマネージャー

サードパーティーの
ソリューション

サードパーティーのエレメント
マネージメントシステム

CommScope FLX
シェルフOLT

OSS
（Back o�ceシステム）

光スプリッター

住宅向け
ゲートウェイ-HGU

ビジネス向け
スイッチ（SBU）

シングルファミリー
ユニット—SFU/ONU

住宅向け
ゲートウェイ-HGU

ビジネス向け
スイッチ（SBU）

シングルファミリー
ユニット—SFU/ONU

住宅向け
ゲートウェイ-HGU

ビジネス向け
スイッチ（SBU）

シングルファミリー
ユニット—SFU/ONU

光スプリッター
光スプリッター

. . . . . . . . 

OMCI

パフォーマンスモニタリング

バーチャルOMCI: オープンOMCI

コントロールリレー

将来のサービス

• ノースバウンドレイヤー
• PON抽象化
• コンフィグレーションとアラーム
• サウスバウンドレイヤー vOLT

CommScope FLX

ServAssure NXT
パフォーマンスマネージメント

または または

ま
た
は

ま
た
は

ま
た
は

Open OMCI 3.0はvOLTでのCommScopeのデフォルトのバーチャル
OMC I（vOMCI）で、このサービスはCommScopeのFLX ONU または
サードパーティーベンダーのものを管理できます。

CommScopeのServAssure®ドメインマネージャーでは、サービスプ 
ロバイダーはレガシー実装も含めた異なるデバイスタイプを、単一
ののネットワークとサービス管理・制御の下にまとめることを可能に
します。また、管理対象デバイスからのパフォーマンスモニタリング 
(PM) データの収集も行い、変換されたデータはデータレイク内に 
格納して、これをSDNマネージメントエレメントとコントロールエレ 
メントからアクセスして、それぞれの具体的な機能（分析やトラブル
シューティングなど）が行えます。

分離型PONアーキテクチャ
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BBF規格NETCONF+YANG

• ノースバウンドレイヤー
• PON抽象化
• コンフィグレーションとアラーム
• サウスバウンドレイヤー

光スプリッター

住宅向け
ゲートウェイ-HGU

ビジネス向け
スイッチ（SBU）

シングルファミリー
ユニット—SFU/ONU

パフォーマンスモニタリング

バーチャルOMCI: オープンOMCI

コントロールリレー

将来のサービス

CommScope FLX
シェルフ、OLT付き

OMCI

サードパーティーの
ソリューション

サードパーティーのエレメント
マネージメントシステム

または または

OSS
（Back o�ceシステム）

ServAssure
ドメインマネージャー

ServAssure
ライセンスマネージャー

ServAssure NXT
パフォーマンスマネージメント

ま
た
は

規格

オープン

CommScopeのFLXポートフォリオはPON展開に完 
全な柔軟性をもたらします。完全にバーチャル化さ 
れた、分離型アーキテクチャに移行するにはま 
だ早いとお考えのサービスプロバイダーは、まず 
統合型モデルから始められます。分離型環境への 
転換は将来いつの時点でも容易に行えます。

統合型PONアーキテクチャ
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	· ベンダーを容易に追加し、しかも競合によってインフラコストは削
減できます。オープンでマルチベンダー対応のCommScopeのエンド
ツーエンドの標準ベースインターフェイスの使用により、クラウド 
ベースのインフラと既製品（COTS）を最適化。

	· ひとつのシステムで効率を上げ、リスクを下げ、リソースの優先順位
付けを改善します。クラウドネイティブなServAssureで、様々なネッ
トワークアクセスタイプ、機器ベンダー、各地域にわたって柔軟な 
ネットワーク管理ソリューションを提供します。

	· CommScopeのマイクロサービスアプローチで、使用中のネットワー
ク内での型承認サイクルを削減してフィックスと機能のデプロイを
行い、ネットワークへの悪影響やダウンタイムを発生させません。

	· CommScopeの柔軟なPONソリューション群では、ハード
ウェアとソフトウェアの統合を加速し、どの方向へでもいつ
でも向きを変えることが可能です。将来のテクノロジーは
BNG、ワイヤレス、バックホールなどのサービスの統合も可
能に。

	· カスタムビルドの機能追加により、今までにない速さでサー
ビス機能を拡張し、収益につなげます。

	· 新しい使った分だけ支払うモデルを採用して、サービスとし
てのソフトウェア（SaaS）への移行経路も提供します。

	· 25G以降のテクノロジーにも容易にアップグレードでき 
ます。

データセンター

キャビネット

バックホール
ソリューション

ファイバー
銅線
同軸

セントラルオフィスまたは
ヘッドエンド/データセンター

大型MDU

架空

ファイバータップ
ネットワーク

架空施設

SFU

xDSL

HFC

FTTH

CommScope FLXポートフォリオ—究極の柔軟性でデプロイ

	· オンサイト型またはホスト型 

	· アーキテクチャは分離型または一元型
で､ニーズの変化に応じて移行可能 

	· ひとつのプラットフォームからどのよう
なアプリケーションや環境にも対応

	· 初めからオープンな設計

	· マルチベンダー対応の相互運用性

	· ベンダーに縛られない

	· クラウドネイティブなソリューション

	· 投資の回収が速い

	· 新規機能を加速

	· 使った分だけ支払うモデルへの移行

柔軟 真にオープン ダイナミック
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NXTパフォーマンスマネージメント
 

ドメイン管理

ServAssure

運用 
デプロイ

計画

分析
PON

DAA

ネットワーク
とベンダーに

よらない
機械
学習

予見的
インサイト

統合/
オートメーション最適化

インサイト

頑張りすぎず、スマートに。ネットワークサービスの中断には起こる
前に対処。
ネットワークに多くの要素があっても、働き過ぎることは
ありません。お客さまの限られたリソースを有効活用でき
るように、CommScopeはハードウェアとベンダーによらな
いプラットフォームを、お客さまがコントロールして予算を
超えないようにするツールと共に提供します。ServAssure®

ソリューションでは、サービス中断が発生する前に検出し
て、運用コストを抑え、加入者の満足を守ります。

ServAssureドメインマネージャーとServAssure NXTパフ 
ォーマンスマネージャーは、包括的なネットワーク管理、
デバイス管理プラットフォームです。モジュール式のソ 
リューションですので、様々な運用ニーズに合わせてカス 
タマイズできます。ServAssureソフトウェアスイートは
CommScopeのDAAおよびPONハードウェアと共に動作す
るよう最適化されていますので、通信事業者はどのベン 
ダーのハードウェアでもデプロイして、同じシステムから管
理するという柔軟性を得られます。

ServAssureドメインマネージャー： 
将来に備えた、汎用型インフラ 
ServAssureドメインマネージャーは標準ベースのプラット 
フォームで、サービスプロバイダーはひとつのロケーションか 
らハードウェアとサービスを管理できます。ワークフローと
ツールは自動化されており、複数のドメインとベンダーに
わたる連続的な可視性とコントロールが得られます。ドメ
インマネージャーはモジュール式で、様々なプラットフォー
ムデプロイオプションで拡張可能（クラウド/仮想化）。 
また、CommScopeのサードパーティーベンダー機器もサ
ポートします。

主な利点

	· 一元的な汎用プラットフォームで運用を最適化

	· セキュアなアクセスでデバイスのオンボーディング、 
コンフィギュレーション、ライセンシングを簡素化

	· 自動化によってデバイス管理時間を節約

	· イベントとテレメトリーのロギング、可視性、エクスポー
トツールでパフォーマンスを改善

	· 自動化された、迅速なデプロイオプションでITコストを
削減 

ServAssure NXTパフォーマンスマネージャー： 
明日の問題を予測して今日解決 
このシステムは人工知能（AI）と機械学習（ML）、それにドメイン特
有の分析を活用することによってサービスの中断を予測し、多くの
場合加入者に影響が及ぶ前に解決します。お客さまからの電話、テ
クニシャンの派遣、サービスコストを削減します。大規模なシステム
のデプロイに最適で、また小規模から中規模のサービスプロバイ 
ダーにもホスト型サービスとしてご利用いただけます。

CommScopeはネットワーク管理ソフトウェアに広範な技術の蓄積
があり、あらゆる主要ブランドを用いた何千もの加入者ターミネー
ションシステムへの実績があります。CommScopeのソリューション
は、データの力を活用することによって、サービスプロバイダーがパ
フォーマンス問題を防ぎ、解決するお役に立ちます。

主な利点

	· AIとMLで診断、解決に要する時間を短縮し、テクニシャン訪問
の質を向上

	· 行動に結びつく、詳細なインサイトで、リスクが問題となる前に
特定して最小化する 

	· ネットワークパフォーマンスを積極的、継続的にモニターして、リ
アルタイムのサービスアラームを提供

	· フィールドテクニシャンとネットワークオペレーションセンターの
ための高度なツールでトラブルシューティングを簡素化

	· ジオマップ、ロジックマップのビューで状況への認知度を向上



CommScopeが選ばれる理由

簡単に言えば、CommScopeに
は社内にあらゆる「部品」があ
り、お客さまとのパートナーシッ
プによって、個々の部品を単に寄
せ集めた物よりも大きなファイ
バー・ツー・ザ・ホーム（FTTH）
ソリューションをお届けするの
です。これはすべて一丸となった
CommScopeの部分で、お客さま
が明日の課題を予期して、今日解
決するお役に立ちます。

柔軟でスケーラブル
	· FTTHパッシブソリューションの世界的

リーダー・イノベーター。年間収益額
世界で10億ドル超。

	· 世界中に工場を持ち、優れたビジネス
継続性でデプロイを保護。

標準を見越したアプローチ
	· 最高レベルの基準に従ってテストし、

信頼性とPONとケーブルの相互運用性
を確保しています。

	· Broadband Forum、Linux Foundation、 
ONAP、IEEE、ITU、25G MSAなどの業
界団体で長年にわたり貢献をしたメン
バーです。

業界での深い専門技術
	· 分離型マネージメントで、ブロード 

バンド業界最大級の規模のデプロイメ
ント。数十年にもわたるFTTHネットワー
クの実績。

	· 何千ものOLT、何百万ものONTを導入
しており、GPON、EPON、10G EPONの
展開に豊富な実績があります。大手通
信事業者のシステムで現在稼働中の既
存GPONアーキテクチャを開拓、納品し
ました。

	· ネットワーク業界最大級のPON開発・
テスト・インターオペラビリティラボを
有し、オープンで、標準規格ベースの
PONソリューションの主要な推進者と
なりました。

	· あらゆるブランドを搭載する4,800 
を超す加入者ターミネーションシステ
ムを管理する最大級の規模のデプロイ
メントにも使われる、業界で認識され
たネットワーク管理ソフトウェアでの
技術。

技術革新 
を加速  

標準を 
進化させる

世界中の通信 
事業者をサポート

スケーリング ビッグデータ 
を活用

PONを熟知

CommScopeの包括的なソリューション群は多くのネットワークアーキテクチャに対応し、製品は技術サポー
トと製品管理サービスと組み合わせています。



ライフサイクルにわたるサポート
CommScopeはPONネットワークの計画、 
設計、実装、運用を支援します。

	· CommScopeには多彩なスキルを持つ1,100
人を超す専門家が30カ国におり、プロ 
フェッショナルサービスチームは小規模、大 
規模のアクセスネットワークデプロイメン
トを世界各地で支援してきた実績があり
ます。

ビッグデータのメリット
	· ブロードバンドとエンタープライズ級のソ
フトウェアでの広範な技術は、機械学習
と人工知能を活用しています。

ビッグデータ 
を活用

次に来る 
ものを変革

CommScopeにお問い合わせパートナーシップ 
による成功

https://www.commscope.com/contact-us/


CommScopeは人類に大きい達成をもたらすような、現状を打

破するアイディアと画期的な発見で、通信技術の殻を破ります。 

お客様やパートナーとの協力により、世界最先端のネットワーク

を設計、創出、構築しています。次のチャンスを見出し、よりよい

未来を実現することに情熱を傾けています。commscope.com

でもっと詳しくご覧ください。

commscope.com
詳細については、ウェブサイトをご覧になるか、お近くのCommScope代理店までお問い合わせください。
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